
H２９　地域こん談会まとめ
（様式４）

番号 自治会名 こん談事項 こん談会開催時の回答内容 回答者 取組状況 取り組み状況の説明事項

1 薭田野町
天川地区に於ける産業廃棄物の早
期撤去について

　地元の皆さまのお力をお借りできるのであれば、平成29年度京都府地域力再生プ
ロジェクト支援事業交付金を活用した事業実施が可能との判断を京都府からいただ
きました。地域全体の環境美化及び現地の安全性の確保を図るため「地域景観保全
事業」に着手していきたいと考えております。
   事業の詳細については、地元役員の皆さまと協議・調整をさせていただきたいと考
えております。また、本年度で現地の安定化が図れない場合は、再度、方法の研究
や選択を行い、関係機関や地元のご協力も得ながら、継続する考えです。なお、現
地の廃棄物を全て撤去することは出来ませんので、安定化については現地で、地元
立会の上で決めていきたいと考えています。

環境市民部長 ①実施

　地元天川区が事業主体となり、平成29年度地域力再生プ
ロジェクト支援事業交付金及び亀岡市地域景観保全事業補
助金の交付を受け、昨年11月に一部の廃棄物が撤去された
ところです。
　今後につきましても、京都府南丹保健所等の関係機関との
連携を図りながら、可能な限りの支援を行っていきたいと考
えています。

2 薭田野町
太田地区に於ける願成寺川治水対
策について

　平成28年度に、準用河川願成寺川調査業務委託により、河川の流下能力及び河
道計画断面を検討しました。
　その結果、府道下カルバートの改良等、部分的な改修では根本的な浸水対策には
結びつかず、バイパスルートの確保等全面的な河川改修が必要となり、多額の費用
と時間を要することと判断しました。
　現在、豪雨時の土嚢設置等応急的にご苦労されている作業を、今後、少しでも緩
和できるよう、地元と相談、検討していきたいと考えています。

土木建築部長 ③検討 　こん談会での回答のとおりです。

3 薭田野町
ふるさとバスの運行ルートの追加・
見直しについて

　現在、薭田野町を運行している「ふるさとバス並河コース」については、「亀岡市地
域公共交通計画」に基づき、交通不便地の解消及び利便性の向上のため、路線の
再編について検討を進めています。
　具体的には、現在ふるさとバスが運行している、府道東掛小林線から市道太田鹿
谷線を経て、鹿谷地区に入っていくルートについて、回転場所を含め運行可否等、
検討を進めています。なお、バスを運行させても、利用がなければ路線の廃止も検
討しなければならず、積極的なバス利用へご協力をお願いします。

まちづくり推進部長 ②実施予定
　ふるさとバス並河駅線を薭田野町鹿谷地区に延伸し、平成
30年3月31日から運行開始（予定）

　ご要望の場所に、商業振興・観光振興のための街路灯を増設する計画はありませ
ん。ご理解いただきますようお願いします。

産業観光部長 ⑤困難 　こん談会での回答のとおりです。

　観光用街路灯設置については、土木管理課では対応できません。ただし、公衆街
路灯（防犯灯）として設置する場合は、今後協議してまいります。
　また公衆街路灯として設置した後の電気料金については、既存の灯籠街路灯の考
え方と同様、『亀岡市公衆街路灯助成金交付要綱』に基づく範囲内で助成することと
します。

土木建築部長 ③検討 　平成３０年度一般コミュニティ助成に申請済です。

5 薭田野町
南桑中学校給食制度の早期導入に
ついて

　平成28年6月に設置した、「中学校給食のあり方検討委員会」において中学校給食
の実施方式等について提言としてとりまとめていただいたものを基に、平成29年1月
に基本方針を策定しました。
　その基本方針では、子ども達に栄養バランスの摂れた食生活を考える機会の提供
と、保護者の負担軽減を図ることを目的に、選択制のデリバリー弁当と家庭からの弁
当持参の併用方式としました。
　今後、平成29年10月から約1年間、モデル校において選択制デリバリー弁当を試
行的に導入し、その在り方を次のステップとして検討したいと考えます。

教育部長 ③検討

　平成２９年10月から詳徳中学校をモデル校として選択制デ
リバリー弁当の試行を開始しました。
　今後、概ね１年間の試行を通して、生徒や保護者、教職員
の意識の変化などを確かめながら、今後のあり方を検討して
まいります。

4 薭田野町
国道３７２号バイパス沿線上の観光
用街路灯の増設について
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6 薭田野町 薭田野小学校の修繕について

　薭田野小学校の非常階段については、特に劣化が著しく進行している1階部分の
修繕を、溶接施工に伴う安全対策を考慮し、平成29年度の夏休み中に実施します。
　非常階段のその他の部分については、今後計画的に修繕するよう努めてまいりま
す。
　体育館の雨漏りについては、平成28年度に修繕を実施し一旦は問題解消したもの
の、新たに別の個所での雨漏りを確認したところであり、解消に向け、改善策の実施
に努めてまいります。

教育部長 ②実施予定

　非常階段については、平成29年度の夏休み期間中に１階
部分の修繕を実施しました。その他の部分については、今
後計画的に修繕するよう努めてまいります。
　体育館の雨漏りについては、10月の台風22号の影響によ
り施設の状況が悪化しています。事業化も視野に入れなが
ら、改善に取り組んでまいりたいと考えています。
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